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第406号 2023年10月10日（月１回、10日発行）

大阪労連青年部第35回定期大会
11月10日（金）19:00～　国労大阪会館2階第二小会議室

2024年国民春闘討論集会
11月25日（土）10:00～　国労大阪会館

全国一律最低賃金の法改正をめざす意思統一集会
10月23日（月）18:30～
国労大阪会館3階大会議室、オンライン併用

大阪労連青年部第35回定期大会

2024年国民春闘討論集会

好クリーン好クリーン好クリーン好クリーン好クリーン好クリーン
（映画案内）ス

☎ 06-6357-6462  ⒝ 06-6357-1065大阪労連共済事務局 大阪労連共済は自治労連・大教組・国公労連・医労連・福保労の各共済とは制度が違います。

大阪労連

共済 .どっと来む 150
2024年度個人賠償責任共済募集始まりました!!2024年度個人賠償責任共済募集始まりました!!

最高１億円保障（示談交渉付き）最高１億円保障（示談交渉付き）

©2023『月』製作委員会

©2023「唄う六人の女」製作委員会

「
月
」

「
唄
う
六
人
の
女
」

度
障
が
い
者
施
設
で
働
き
始

め
た
元
有
名
作
家
の
堂
島
洋

子
（
宮
沢
り
え
）
は
、
夫
・

昌
平
（
オ
ダ
ギ
リ
ジ
ョ
ー
）

と
慎
ま
し
く
暮
ら
し
て
い
ま

し
た
。
洋
子
は
、
同
僚
の
絵

の
好
き
な
青
年
さ
と
く
ん

（
磯
村
優
斗
）
や
作
家
志
望

の
陽
子
（
二
階
堂
ふ
み
）
と

仕
事
を
す
る
中
で
、
光
が
遮

ら
れ
た
部
屋
で
ベ
ッ
ト
に
横

た
わ
る
「
き
ー
ち
ゃ
ん
」
と

出
会
い
、
親
身
に
対
応
し
ま

す
。
し
か
し
、
他
の
職
員
の

入
所
者
等
に
対
す
る
理
不
尽

な
扱
い
か
ら
、
さ
と
く
ん

は
、
歪
ん
だ
正
義
感
を
増
長

さ
せ
狂
気
的
な
行
動
に
突
き

進
ん
で
い
き
ま
す
…
。
見
終

わ
っ
て
「
生
産
性
」
と
い
う

言
葉
が
よ
も
や
、
優
生
思
想

を
肯
定
す
る
社
会
に
染
め
て

　

「
月
」
の
原
作

は
、
実
際
に
起
き

た
障
が
い
者
殺
傷

事
件
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
辺
見
庸
の

作
品
で
す
。
森
の

奥
深
く
に
あ
る
重

い
な
い
か
？
と
考
え
さ
せ
ら

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
10

月
13
日
か
ら
全
国
公
開
。

　

「
唄
う
六
人
の
女
」
は
、

美
し
く
奇
妙
な
６
人
の
女
に

監
禁
さ
れ
た
２
人
の
男
の
運

命
を
描
い
た
サ
ス
ペ
ン
ス
ス

リ
ラ
ー
で
す
。
父
の
訃
報
を

受
け
て
帰
郷
し
た
萱
島
（
竹

野
内
豊
）
と
、
萱
島
の
父
が

所
有
し
て
い
た
土
地
を
譲
り

受
け
る
予
定
の
宇
和
島
（
山

田
孝
之
）
は
、
車
で
山
道
を

走
る
途
中
で
事
故
に
遭
い
ま

す
。
目
を
覚
ま
す
と
、
２
人

は
謎
め
い
た
６
人
の
女
た
ち

に
よ
っ
て
森
の
奥
深
く
の
屋

敷
に
監
禁
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
や
っ
と
の
思
い
で
逃
げ

出
し
た
２
人
で
す
が
、
森
を

抜
け
出
せ
ず
屋
敷
に
戻
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
森
に
呼
ば
れ

た
理
由
を
理
解
し
た
萱
島

は
、
土
地
売
却
に
関
わ
る
大

き
な
力
に
抗
う
決
心
を
し
、

動
き
始
め
ま
す
が
…
。
声
を

出
さ
な
い
６
人
の
女
は
、
水

川
あ
さ
み
な
ど
が
演
じ
ま

す
。
ロ
ケ
地
は
奈
良
市
、
宇

陀
市
、
南
丹
市

な
ど
の
豊
か
な

自
然
に
圧
倒
さ

れ
ま
す
。
大
阪

市
の
よ
う
に
木

を
切
る
行
政
は

ダ
メ
で
す
ね
。

10
月
27
日
よ
り

全
国
公
開
。

　2024年１月より効力開始の個人賠償責任共済
募集が始まりました。2024年12月末日までの効
力です。まだ加入されていない組合員は、是非
加入をお勧めします。掛金は年額2,000円【12
ケ月間】で、家族全員（同一生計・別居の未婚
の子）の安心が保障されます。この個人賠償責
任共済は、加入者が偶発的な事故で他人にケガ
を負わせたり、持ち物を壊した場合や借りた物
・預かった物（レンタル品含む）「受託品」も

（一部給付対象外もあり）相手への損害賠償が
発生した場合に、１億円を限度に保険金が支払
われる賠償制度です。治療費はもちろん、ケガ
をした方への休業補償や慰謝料も支払われま
す。通勤・通学の自転車事故も保障対象です
（但し、業務中の事故は対象外になります） 。
近年、事故による賠償金が高額です。思いもよ
らない加害事故がありえます。詳細について
は、大阪労連福利厚生事務センター（有）事務

局にお問い合わせください。最終締め切りは、
11月24日（金）当事務局必着です。

☎：06-6357-1077　FAX：06-6357-1065
アドレス：kyousaijim@crux.ocn.ne.jp

（個人賠償責任共済の取り扱いについては、大
阪自治労連・大教組・国公労連の各共済とは制
度が異なります。ご注意ください）

労組の役割を実感した役員セミナー

労働組合に入って労働条件を改善しよう

要求実現めざしてストライキ！

【とき方】二重カッコをアルファベット順
に並びかえてください。あらわれた言葉・
成句・詩歌が答えです。
一部の文字は濁点に読み替えてください。

ヒ
ン
ト　

10
月
か
ら
も
こ
れ
を
頑
張

ろ
う
。

出
題
＝
山
本
汎
昭

12
〜
だ
る
ま
、
〜
合
戦

13
沖
縄
の
主
要
農
産
物

で
、
こ
の
茎
か
ら
蔗
糖
を

産
す
る

14
建
築
物
の
内
部
設
備
等
を

整
え
る
作
業

16
北
海
道
で
は
鮭
の
こ
と
を

こ
う
呼
ぶ

18
激
し
く
燃
え
立
つ
火
、
大

火
事

20
薄
茶
用
の
容
器
。
茶
の
湯

道
具
の
総
称

22
「
や
ら
れ
た
ら
や
り
返

す
。
〜
返
し
だ
！
」

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
日
本
一
高
い
山

❹
相
手
方
の
会
社
の
尊
敬
語

❼
主
と
な
る
治
療
担
当
者
。

〜
医

❽
本
人
だ
と
偽
っ
て
他
の
人

を
使
う
こ
と
。
〜
受
験

❾
剣
道
で
の
決
ま
り
手
の
一

10
か
た
く
て
、
一
定
の
形
と

体
積
を
も
っ
て
い
る
も
の

11
ま
わ
り
。
〜
を
見
渡
す
、

池
の
〜

13
古
代
の
体
積
の
単
位
。
〜

は
10
斗

タ
テ
の
カ
ギ

❶
視
線
を
下
方
に
向
け
る

目
。
〜
が
ち

❷
警
戒
等
の
た
め
に
見
回
る

こ
と

❸
医
者
も
〜
を
投
げ
る
よ
う

な
難
病

❹
新
進
〜
の
若
手
選
手

❺
羊
歯
、
何
と
読
む
？

❻
♪
今
は
〜　

今
は
浜

❽
家
の
系
統
、
血
す
じ
。
〜

図
10
次
代
の
天
皇
に
な
る
べ
き

皇
子

15
大
阪
の
ミ
ナ
ミ
と
〜

16
今
頃
悔
や
ん
で
も
〜
の
祭

17
植
物
の
根
や
地
下
茎
が
肥

大
し
て
、
で
ん
ぷ
ん
な
ど

の
養
分
を
蓄
え
て
い
る
も

の
の
総
称

19
一
人
対
一
人
の
た
た
か
い

21
相
場
の
変
動
に
よ
る
利
益

を
収
得
す
る
こ
と
を
業
と

す
る
人

23
誰
も
人
が
住
ん
で
い
な
い

家
24
回
り
道
を
す
る
こ
と

25
抽
選
。
〜
で
決
め
る

　

8
月
号
の
答
え
は
「
サ
イ

チ
ン
オ
オ
ハ
バ
ヒ
キ
ア
ゲ

（
最
賃
大
幅
引
き
上
げ
）」

で
し
た
。
応
募
数
は
ハ
ガ
キ

14
通
、
メ
ー
ル
１
０
４
通
、

合
計
１
１
８
通
で
し
た
。
次

の
10
人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド

を
贈
り
ま
す
。

当
選
者
（
敬
称
略
）

松
岡
智
美
（
東
大
阪
市
職

労
）、
田
鎖
彩
花（
寝
屋
川
市

職
労
）、
西
田
美
香（
大
阪
市

労
組
）、
武
田
良
平（
高
槻
教

「
パ
ズ
ル
」の
応
募
方
法

「
パ
ズ
ル
」の
応
募
方
法

　ハガキまたはE-mailで〒・住所･氏名･組合
名を必ず明記してください。
〈宛先〉〒530-0034　大阪市北区錦町2-2 
　　　　国労大阪会館1Ｆ 大阪労連機関紙係
E-Mail：kikanshi@osaka-rouren.gr.jp
〈締切〉11月24日（金）
　　　　〔発表は12月号〕
〈賞品〉 正解者の中から抽

選で10人に図書カ
ードを贈ります

　９月23日に女性部は大阪市内で
第34回定期大会を開催しました。
冒頭、細川部長は、物価高騰で暮
らしが大変にもかかわらず、改憲
・大増税に突き進む岸田政権と、
カジノ・万博優先の維新政治を批
判し、府民の暮らしを支える政治
に転換させていこうと訴えまし
た。また、日本のジェンダーギャ

ップ指数は、世界146カ国中125位
で過去最低だと指摘。ジェンダー
平等の日本を実現していこうと呼
びかけました。提案された方針
は、活発な討論で補強され、満場
一致で採択されました。より豊か
で大きな女性部になるよう奮闘し
ようと大会宣言を確認し、幕を閉
じました。

組
）、高
井
悟
子

（
全
教
豊
中
）、

北
谷
大
作
（
泉

佐
野
市
教
組
）、

西
尾
直
子
（
小

野
薬
品
労
働
組

合
）、
小
林
秀

子
（
ひ
ま
わ
り

の
里
班
）、
内

田
一
起
（
お
お

さ
か
パ
ル
コ
ー

プ
労
組
）、
山

中
明
（
大
阪
い

ず
み
市
民
生
協

労
組
）
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秋の組織拡大強化集中期間秋の組織拡大強化集中期間

組織拡大・強化で

要求要求がが実現実現出来る出来る職場職場づくりをづくりを

　

春
の
組
織
拡
大
強
化
集
中

期
間
で
は
、「
パ
ワ
ハ
ラ
の

早
期
解
決
、
人
員
不
足
の
解

消
を
訴
え
る
団
体
交
渉
に
積

極
的
に
取
り
組
む
労
働
組
合

の
姿
勢
を
見
て
加
入
し
た
」

「
職
場
環
境
な
ど
の
問
題
を

親
身
に
聞
い
て
頂
い
た
の
で

組
合
に
加
入
し
た
」
な
ど
職

場
で
の
た
た
か
い
を
通
じ
て

拡
大
し
た
教
訓
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

　

大
阪
労
連
で
は
10
月
１
日

か
ら
３
カ
月
に
わ
た
り
、
秋

の
組
織
拡
大
強
化
集
中
期
間

と
し
て
１
０
０
０
人
拡
大
を

目
標
に
取
り
組
み
ま
す
。
９

月
15
日
に
は
秋
の
組
織
拡
大

強
化
ス
タ
ー
ト
宣
伝
を
実
施

し
て
、「
職
場
で
困
っ
た
こ

と
が
あ
れ
ば
ま
ず
は
相
談

を
」「
労
働
組
合
に
入
っ
て

労
働
条
件
を
改
善
し
よ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

秋
の
拡
大
集
中
期
間
で

は
、
職
場
や
地
域
で
正
規
・

非
正
規
を
問
わ
ず
、
働
く
す

べ
て
の
労
働
者
に
労
働
組
合

へ
の
加
入
を
呼
び
か
け
ま
し

ょ
う
。
日
常
活
動
を
強
化
し

「
見
え
る
・
聞
こ
え
る
・
実

感
で
き
る
」
労
働
組
合
を
前

面
に
出
し
て
、
組
織
拡
大
・

強
化
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

女性部定期大会女性部定期大会豊かで大きな女性部を


